
8　データの調べ方 　　がつ　　にち なまえ

こたえ 代表値をもとめよう 標 準 ①
ひょうじゅん

1 15人の通学時間（分）です。ドットプロットに表して、代表値をもとめ

ましょう。
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平均値 8 分 最頻値
さいひんち

6 分

中央値 7 分 いちばん長い時間といちばん短い時間の差 12 分

2 つぎのデータの平均値、最頻値、中央値をもとめましょう。
さいひんち

データ 平均値 最頻値
さいひんち

中央値

2、3、3、4、8 4 3 3

5、6、6、7、8、10 7 6 6.5

10、20、20、30、40、60 30 20 25

1、1、2、3、5、6、10 4 1 3

3 ①のデータで、通学時間が「ふつう」といえるのは、何分くらいですか。

代表値を使って説明しましょう。

（れい）最頻値が6分、中央値が7分なので、6〜7分くらいがふつうといえる。平均値の8分は、時間
さいひんち

が長い人の分だけ大きくなっている。

おうちの方へ

平均値は、とびぬけて大きい（小さい）値があると、その値に引っぱ

られます。そのようなときは、中央値や最頻値のほうが、ふつうのよ

うすを表します。

①：合計120÷15＝8分。小さいじゅんの8番目が7分。いちばん多い

のは6分（3人）。

© きりんドリル kirinprint.shosakumo0806.workers.dev

g6-data-hyojun-1


